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目的別国内航空需要の推計






























































































　一つは、2001 年のアメリカ同時多発テロや 2002 年の SARS（重症急性呼吸器症候群）流
行が航空需要に与えた影響を分析した一連の研究である。例えば、Ito and Lee（2005）は、
2001 年 9 月 11 日に起きたアメリカ同時多発テロによる航空需要の変化をオーストラリア、
カナダ、ヨーロッパ、日本、アメリカで各国の統計データを用いて影響の長さ等の違いを比
較している。日本においては、アメリカ同時多発テロ直後に国際線需要が 8.9% 減少し、そ









要に与えた影響を分析している。具体的には、1997 年のアジア金融危機、1999 年 9 月 21 日
の台湾における大地震（いわゆる 921 大地震）、2001 年 9 月 11 日のアメリカ同時多発テロ、
及びSARSの発生時の影響について自己回帰分布ラグモデル（ARDLモデル）で検証しており、





Lamb, Winter, Rice, Ruskin and Vaughn（2020）は、米国人 632 人に対してアンケートを実施し、



























COVID-19 流行下の ANA 及び JAL の航空需要を推計された目的別航空需要で回帰すること
で、現実の COVID-19 流行下の航空需要はどのような目的の需要によるものかを定量的に評
価する。






































タである平成 29 年度調査を用いている。平成 29 年度調査については、休日調査として平成















1 年間を 52 週と考え、52 週× 5 日＝ 260 日から、国民の祝日に関する法律で定められた祝



























尻 HP －大島、八丈島－御蔵島 HP、八丈島－青ヶ島 HP、御蔵島 HP －三宅島、丘珠－利尻、
南大東－北大東、福岡－鹿児島、奄美－那覇、与論－沖永良部であり、これらの結果は注意
する必要がある。例えば、大島－三宅島は 5 名の回答者全員が仕事目的と回答している他、
与論－沖永良部は 17 名の回答者数のうち 16 名が仕事目的と回答しており、結果として仕事
の割合が 94.1％となっている。同様に休日についても、八丈島－御蔵島 HP、与論－沖永良部、


























表 3　観光割合が多い路線上位 20 路線
出所）国土交通省『航空旅客動態調査』をもとに筆者集計
表 4　私用割合が多い路線上位 20 路線
出所）国土交通省『航空旅客動態調査』をもとに筆者集計
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表 8　推計結果（観光旅客数が多い路線上位 20 路線）（人）
出所）筆者推計





























　ここでは、我が国を代表する航空会社である ANA 及び JAL が、毎月プレスリリースで公
表している路線別の旅客数のうち、2020 年 8 月及び 9 月のデータを用いる。2020 年 8 月は
月初に東京において感染の第二波がピークを迎えその後緩やかに新規感染者数が減少してい
る。2020 年 9 月は比較的新規感染者数が落ち着いていた時期である。なお、政府による旅行
喚起策である「Go To トラベル」については、2020 年 7 月 22 日より東京都を除外して開始さ




一次的な接近として、以下のような推定モデルを考えよう。すなわち、2020 年 8 月及び 9 月
の ANA 及び JAL の旅客数の合計値（anajal_08, anajal_09）を被説明変数として、仕事目的、
観光目的、私用目的の 2019 年度推計路線別旅客数（demand_b, demand_l, demand_v）を説明




ず仕事目的の 2019 年度旅客数は、2020 年 8 月旅客数にも 2020 年 9 月旅客数にも有意に正
の結果が得られている。このことは、出張などの需要が幾分か回復していることを示唆して
いる。係数の大きさは 8 月よりも 9 月が大きくなっており、時間と共に徐々に回復している
ことも示唆される。また東京都の係数ダミーは有意な結果が得られていない。このことは、
Go To トラベル事業が観光目的需要に働きかけていることと整合的な結果である次に観光目
的の 2019 年度旅客数は、2020 年 8 月旅客数にも 2020 年 9 月旅客数にも有意に正の結果が得














てみよう。2020 年 8 月は有意ではないものの負、2020 年 9 月は有意に負の結果となってい


























　加えて、執筆時点において入手可能であった、ANA グループと JAL グループの 2020 年
8 月及び 9 月の月別路線別の航空需要（旅客数）を用いて、2020 年 8 月及び 9 月の ANA 及






































1） 国土交通省『航空輸送統計速報』（令和 2 年 4 月分）。
2） なお、国土交通省の統計からは航空会社別のデータを入手することはできない。国内航空会社
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